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品濃口

　明治10年頃に英国人のカーチス

が柏尾村に外国人専用のホテルを

建て、宿泊客に供するハムを作っ

たのが始まりと言われています。

　明治20年頃に地元の斎藤満平等

がカーチスからハムの製造法を学

び、ハムの製造を始めました。煉

瓦造りの建物は大正７（1918）年

に建造され、2階はハムの仕込み

室でした。
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■大山前不動

　日蓮宗のお寺で本尊は釈迦如来です。

境内には戸塚の浮世絵歌川広重の  

「東海道五拾三次之内 戸塚 元町別道」

に描かれている大橋の脇の延宝年間

（1673 ～ 1681年）の「かまくら道」

道標が移されています。

　

■鎌倉ハムの発祥の地■江戸方見付跡■善了寺■清源院

　歌川広重の「東海道五拾三次之内

戸塚 元町別道」に描かれている戸塚

宿を代表する場所の一つです。当時

は長さ 10 間 (18.2ｍ)、幅２間半

(4.6ｍ) の板橋でした。

　現在の橋は昭和 61（1986）年

に架け替えられたもので、両側に大

名行列が持つ毛槍（けやり）を模し

た街灯が建っています。

　天福元（1233）年江戸麻布善福

寺の釈了海の弟子「釈了全」が浄土

真宗のお寺として開山したそうです。

本堂の前には親鸞聖人像が建ってい

ます。本尊は蓮如作と伝えられる阿

弥陀如来です。

　江戸時代の大山詣での、大

山道入口です。御堂には正徳

３（1713）年建立の不動明王

像が祀られています。

　お堂の前には「従是大山道」

と刻まれた道標や、庚申塔な

どがあります。

■品濃坂

■王子神社 ■萩原代官屋敷・道場跡■焼餅坂

　焼餅坂は当時の品濃村と平戸村

の境にあり、一町半（約 160ｍ）

の坂道でした。

　坂の傍の茶店で、焼餅を商って

いたので焼餅坂と名付けられたと

いいます。別名牡丹餅坂（ぼたもち

さか）とも呼ばれています。戸塚を

描いた浮世絵には山坂や焼餅の絵

がしばしば登場します。

　現在も武家門の残る萩原家は

代々旗本杉浦氏の代官を務める家

でした。

　幕末から明治初期へかけての萩原

家当主萩原行篤は直心影流の免許

皆伝の剣士でこの地で道場を開き

ました。安政５（1858）年には

道場へ新撰組の近藤勇も訪れ剣客

名簿にその名を残しています。

■境木地蔵尊■品濃一里塚

　祭神は大塔宮護良親王です。

親王の首級が本殿下に葬られた

と伝えられています。

　護良親王は後醍醐天皇の皇子

で仏門に入り天台座主となりま

したが還俗し、父後醍醐天皇の

鎌倉幕府打倒に尽しましたが、

鎌倉に幽閉され足利直義の命令

により弑されました。

　江戸から数えて九番目の一里塚     

です。神奈川県内では、ほぼ完全な形

で残る唯一の一里塚で、県の指定史跡

となっています。旧東海道をはさんで

道の両側に二つの塚があり、品濃側  

（西側）には昔大きな榎が植えられて

いたそうです。現在は品濃側（西側）、

平戸側（東側）共に、塚とその周辺が

公園として整備されています。

海道橋のクスノキ

旧東海道分岐点
のサイン

　戸塚宿の成立は、慶長９（1604）年で、隣宿である藤沢、
保土ケ谷の宿が成立した慶長６（1601）年に遅れること３年
でした。
　日本橋から数えて５番目の宿場町で、基点の日本橋からは
10里半（約42㎞）の距離にあり、朝江戸を発った当時の旅人
の一番目の宿泊地として最適であり、さらに鎌倉への遊山の道、
大山参詣の道の分岐の宿として大変な賑わいを見せていました。
　東海道宿村大概帳【天保14（1843）年頃】によると、宿内
の人口は2,900 人余、家数は613 軒、本陣は２、脇本陣は３、
旅籠は 75 軒と東海道五十三次の宿場の中では 10 番目に  
宿泊施設の多い宿場でした。
　戸塚区内では旧東海道は南北方向にまたがっており、全長
約11.7㎞あります。その中で戸塚宿は、２つの見付跡に挟まれ
た約 2.3km の範囲とされており、今も戸塚区の中心地として
賑わっています。
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　江戸時代の初めに、鎌倉の浜

に打ち上げられたお地蔵さまを

漁師が江戸に運んでいる途中、

このあたりで牛車が動かなくなり、

置いていかれました。夢枕に

立ったお地蔵様の託宣を聞いた

村人がお堂を建ててお祀りした

のでこのあたりの町は栄えたと

いいます。

浮世絵昔の写真

　品濃坂は、朝早く江戸を発ち、   

日暮れまでに戸塚宿へと向かう旅人

には宿場町までもう一歩の所です。

一方、江戸方面へ向かう人にとって

は最後の急な登り坂で、この難所を

越えれば境木の立場まであと一息で

した。海も見えてきて、江戸へ想い

を馳せていたかもしれません。写真

は明治初期の品濃坂です。

　見付とは、宿場の出入り口のこ

とです。ここは戸塚宿の江戸側の

出入り口です。旧東海道の宿場に

設けられた見付は、宿場を見渡し

やすいような施設となっているこ

とが多いようです。

　参勤交代の大名らを、宿役人が

ここで出迎えました。

■妙秀寺■大橋 ■東峯八幡

■宝蔵院

　真 言 宗 の お 寺 で 天 文 16

(1547) 年に阿闍梨朝興法印

が東峰山光圓寺として中興し、

本堂を宝蔵院と称しその後は

現在地へ移転しました。本尊

は不動明王で境内には地蔵堂、

日本舞踊芸道精進の扇塚など

の石造物があります。

　永久２（1114）年に創建され、

明和２（1765）年に現在地へ遷座

した神社で、吉田町の鎮守です。源

義家が奥州へ赴く途中、拝殿前にあ

る椎の大木に馬を繋いだという言い

伝えがあります。参道は段葛を模し

たといわれ、大江匡房の歌碑や庚申

塔などがあります。

　

　浄土宗のお寺で、徳川家康の側室

お万の方ゆかりの寺です。本尊は徳

川家康から拝領した歯吹阿弥陀如来

で、境内には松尾芭蕉の句碑、心中

句碑があり、墓地最上部にお万の方

の遺骸火葬跡の碑があります。

　また鎌倉郡三十三観音二十二番札

所であり、千手観音が祀られてい 

ます。

川上公園

国道１号

柏尾小学校

平戸中学校

川上小学校

境木中学校

境木小学校

東品濃小学校

川上北小学校

品濃小学校

平戸
小学校

秋葉中学校
秋葉小学校

舞岡
中学校

東戸塚小学校

戸塚
小学校

平戸台小学校

平戸
果樹の里

撮り直し

平成 20年代撮影平成 20年代撮影

■護良親王の首洗い井戸

　この地に伝わる言い伝えで

は、鎌倉で弑された親王の御

首を側女が夜中に盗み取って

これを奉じ、当地の豪族斎藤

氏に救いを求めて難を逃れ、

この井戸で御首を洗い清めた

と言われています。
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旧東海道ルート

その他の主な散策ルート
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利用可能なトイレ

だれでもトイレ

※ただし、曜日によっては施錠されたり、
　施設所有者の許可を得る必要のある
　トイレもあります。

バス停旧東海道戸塚宿の歴史を
歩く散策マップ

東海道五拾三次之内 戸塚 元町別道／初代広重　天保４～５年（1833～1834 年）頃　

歴史資源の説明
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道 道案内板
※旧東海道ルートの分岐点や迷い
やすい場所に立っていますので 
現地でルートを御確認下さい。
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旧東海道の地形標高

　戸塚宿一帯は、近傍の旧東海道の宿場町と比べて、地形
比高差の大きい宿場町とされており、東海道五十三次などの
絵図において、権太坂上の境木立場や坂越えの様子、坂越
え後の休憩している様子などが描かれています。
　下図は旧東海道沿いの主な場所の標高を示したものですが、
品濃坂や大坂では比高差が約 40ｍ近くあることがわかります。
その中で戸塚宿の中心部である吉田の大橋～富塚八幡宮間は
低い谷の部分に存在していました。

道中の高低差が大きい戸塚宿

旧東海道戸塚宿の歴史を歩く散策マップ
平成 21年 5月発行 　令和 3年 3月一部改訂
発　　行：横浜市戸塚区役所　総務部区政推進課　企画調整係
　　　　　〒244-0003　横浜市戸塚区戸塚町 16-17
　　　　　電話　045(866)8326 ／ FAX　045(862)3054
編集協力：戸塚見知楽会　建物イラスト：西牧秀雄　
制　　作：㈱山手総合計画研究所

0ｍ

10.0ｍ

20.0ｍ

30.0ｍ

40.0ｍ

50.0ｍ

60.0ｍ

70.0ｍ

80.0ｍ

原
宿

富
塚

「健康ウォーキングマップ戸塚」作成の【歩いて健康　とつか発見マップ】をご参照ください。

詳しくは

お問合せ：戸塚区福祉保健課健康づくり係　電話 045(866)8427

戸塚区の他のコースをお探しの方

検　索歩いて健康とつか発見マップ で

戸
塚

東
戸
塚

赤関橋

（江）至・平島
（江） 至・飯島団地
（江） 至・大船駅北口

（江）至・見晴橋

至・立場ターミナル

至・大船駅西口
至・金井高校前
至・戸塚台

上倉田交差点
消防署前

日立入口

大坂下
大坂台

細田
大坂上

新道大坂上

西横浜国際
総合病院前

吹上

大運寺
原宿

原宿四ツ角

至・大船駅西口

至・ドリームハイツ
至・立場ターミナル

聖母の園前

影取

諏訪神社前

鉄砲宿

至・藤沢駅北口

戸塚バスセンター
至・弥生台駅
至・立場ターミナル
至・上飯田車庫

戸塚駅

至・汲沢団地

至・上矢部高校
至・ラムーナ横浜戸塚

（江） 至・京急ニュータウン
（江） 至・舞岡台
（江） 至・小田急分譲地中央
（江） 至・明治学院大学南門

矢部町

元町

至・舞岡

ブリヂストン前

至・弥生台駅
至・三ツ境駅 ポーラ前

柏尾

至・東戸塚駅東口
至・緑園都市駅

品濃口

至・上永谷駅
至・京急ニュータウン
至・上大岡駅

国道平戸

坂下口
平戸団地

山谷

至・県庁入口
至・井土ヶ谷下町
至・横浜パークタウン
至・横浜駅東口
至・こども医療センター

平和台

至・水道道
至・横浜駅西口
至・横浜駅東口
至・保土ヶ谷駅東口

環２
下永谷

坂下

品濃町

東戸塚駅東口
至・川上団地

至・戸塚駅東口
至・緑園都市駅
至・公園前商店街入口
至・弥生台駅

植松
寺跡

品濃
坂

町内会館入口

平戸
２丁目

平戸
幼稚園
入り口

境木地蔵尊
境木中学校前

（市 210）東戸塚駅
西口

 （相）至・二俣川駅南口
 （相）至・市沢小学校
 （相）至・左近山第一
 （相）至・星川ランプ

凡例
（江）：江ノ島電鉄バス
（市）：横浜市営バス
（相）：相鉄バス
無表示：神奈川中央バス

不動坂

上柏尾循環

旧東海道沿い
のバスルート

平戸３丁目

戸塚駅東口

環 2 平戸

品濃谷宿公園
グリーンタウン入口

横浜医療センター前

東俣野中央公園

影取北公園

まさかりが淵市民の森

戸塚公園

あじさい
公園

宮谷西公園

元町

ウィトリッヒ
の森（市民の森）

柏尾
川プ
ロム
ナー
ド

むらみち下郷コース

ま
さ
か
り
が
淵
市
民
の
森
コ
ー
ス

至・藤沢宿

か
ま
く
ら
道

柏尾川

至・天王森泉公園

戸塚
駅周
辺

歴史
の散
策路

大橋

清源院清源院

善了寺

妙秀寺

海蔵院海蔵院
第六天社

浅間神社

原宿交差点

お軽勘平「戸塚
山中道行」の碑

親縁寺

龍長院

八坂神社

大坂台

日立入口

大坂下

大坂上
新道大坂上

新道
大坂上

西横浜国際総合病院前

西横浜国際総合病院前

吹上

吹上

大運寺

原宿

原宿
聖母の園前

影取

諏訪神社前

鉄砲宿

鉄
砲
宿

影
取
池

熊野神社熊野神社

戸塚警察署

横
浜
市
営
地
下
鉄

JR
東海
道線
・横
須賀
線

戸塚地区センター
柏尾川改修碑

交流広場
とつか

西立寺

藤沢バイパス

羽黒神社羽黒神社

戸塚区

藤沢市

鎌倉市

消防署前

大久保神社

福泉寺

男女共同参画
センター横浜

龍
長
院
入
口

浅
間
神
社
入
口

大
運
寺
入
口

大
坂
松
並
木

大
坂

脇
本
陣
跡

五雲神社

燈明寺

富士山本門寺

 戸塚
土木事務所

原
宿
一
里
塚
跡

上
方
見
付
跡 冨

塚
八
幡
宮

八
坂
神
社

内
田
本
陣
跡澤

邊
本
陣
跡

吉
田
一
里
塚
跡

諏
訪
神
社

境川

俣野別邸庭園

山
王
祠

戸塚区役所

影
取
立
場
跡

戸塚駅東口
戸塚駅

■高松寺

■上方見付跡 ■海藏院

■澤邊本陣跡・羽黒神社■冨塚八幡宮■第六天社

　江戸方見付から、約2.2ｋｍの距離

にある戸塚宿京方の出入口です。現在

は道の両側に 1.5ｍほどの石の囲い

があり、昔と同じように京に向かっ

て左に松の木、右に楓の木が植えら

れています。ここから京方は数々の

浮世絵の背景に登場する長大な大坂

の上りが続いています。

　 　臨済宗の

お寺で、本

尊は観世音

菩薩です。

山門は鐘楼

門で、本堂

の天井には

竜が描かれ

ています。

山頂には開

基高松三郎

の土墳墓と

伝える塚が

あります。境内には茶室や像をなでる

ことが供養という「なで仏」（おびん

ずる様）と富士塚から移された富士講

碑があります。

■浅間神社

■原宿一里塚跡

■大運寺

■お軽勘平「戸塚山中道行」
　の碑

　臨済宗円覚寺の末寺、貞治２（1363）

年の創設。本尊は釈迦牟尼如来。

　山門には龍の彫刻、戸塚の俳人長

坂志行の墓（塾生たちの謝恩の建碑）

があります。宿場時代、当山の晩鐘

は「戸塚十勝」の一つに選ばれ、宿場

中に親しまれていました。

　澤邊本陣は戸塚宿に二つあった本

陣のうちの一つです。本陣創設時の

当主、澤邊宗三は戸塚宿の開設にあ

たって幕府に強く働きかけた功労者

です。明治天皇の東下の際には行在

所になりました。

　敷地の一角に戸塚宿の鎮守の一つ

羽 黒 神 社 が あ り ま す。弘 治 2

（1556）年に澤邊河内守信友が羽

黒大権現を勧請したのが始まりと言

われています。

　江戸より十一番目の一里塚

で、吹上の一里塚とも言われま

す。当時は松の木が植えられて

いました。

　明治９（1876）年に里程標

の杭をたてるとき、一里塚は不

要となったので取り払われまし

た。

　室町時代の永禄年間（1558 ～

1570）年にその頃盛んであった富

士信仰をもとに村内安全を祈願する

ために勧請されたと言われています。

　境内には樹齢 600 年を超えると

言 わ れ る 多 く の 椎 の 木 が あ り、    

西には遠く富士山や箱根連山を見

ることができます。
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　天福元（1233）年江戸麻布善福

寺の釈了海の弟子「釈了全」が浄土

真宗のお寺として開山したそうで

す。本堂の前には親鸞聖人像が建っ

ています。本尊は蓮如作と伝えられ

る阿弥陀如来です。

■清源院

■親縁寺

■八坂神社

　通称「お天王さま」として親しま

れている戸塚宿の鎮守です。元亀 3

(1572) 年に、牛頭天王社を勧請し

たのが始まりと言われています。毎

年 7 月 14 日に行われる「お札まき」

は、無病息災を祈願して市の指定無

形文化財になっています。

　神社脇の東海道と鎌倉道が交差す

るあたりに高札場がありました。

　　問屋場とは宿駅伝馬制度の要と

なる施設で、公用旅行者や大名な

どの荷物の運搬、継ぎ立て、人足

や伝馬の確認、駄賃の授受などを

する役所です。

　　戸塚宿には矢部、吉田、戸塚三ヶ

所の問屋場があり、毎月１日から

４日は矢部が、５日から 11 日は

吉田が、12 日から晦日までは戸

塚が担当していました。

　区 内 唯 一

の時宗の寺

で、元 応 元

年 (1319)

年に遊行寺

の呑海上人

が開いたと

されていま

す。も と は

大坂下にあ

りましたが、

明 和 年 間

（1764 ～

1772 年）に現在地に移りました。

　境内には地蔵堂、熊野権現社、庚申塔、

阿弥陀如来立像、名号碑、高浜虚子の

句碑などがあります。

　『歌舞伎仮名手本忠臣蔵』の

お軽勘平の「戸塚道行の場」に

因んで作られたものです。

　七代目市川団十郎・三代目尾

上菊五郎などの名優の演技と清

元の名調子から、当時江戸では

大変な評判でした。

　浄土宗のお寺で、慶長元 (1596) 年に

創建されました。

　本尊は阿弥陀如来です。境内にはかつて

観音堂、庚申堂がありました。また境内に

あった弘法池は、今は大正団地内にあり、

池の中の窟にあった弘法大師作といわれる

石地蔵は現在本堂に移され、その複製品が

窟に祀られています。

　古事記・日本書紀で第六番目に

出現したとされる面足命・惶根命

が祭神です。境内には産魂祠天保

10（1839）年と道路に面した藤

行翁之碑安政元（1854）年があ

ります。

近傍の道端に延宝５（1677）年

から寛保３（1743）年に建てら

れた７基の庚申塔が並んでいます。

■問屋場跡

　戸 塚 宿 の

総 鎮 守 で 祭

神 は 譽 田 別

命（応 神 天

皇）と 冨 属

彦 命 の 二 柱

です。

　源頼義・義

家 父 子 が こ

こ に 野 営 し

夢 で 応 神 天

皇 の 神 託 を

受 け 戦 に 勝

利した事に感謝し延久４（1072）年

に社殿を造りその御霊を勧請したとの

ことです。山頂の古墳は冨属彦命の墳

墓とされており、「冨塚」と呼ばれ、こ

れが「戸塚」の地名の起こりとも言わ

れています。境内には松尾芭蕉の句碑

もあります。

戸塚宿周辺
散策案内図

（大踏切デッキ下）

　浄土宗のお寺で、徳川家康の側室

お万の方ゆかりの寺です。本尊は徳

川家康から拝領した歯吹阿弥陀如来

で、境内には松尾芭蕉の句碑、心中

句碑があり、墓地最上部にお万の方

の遺骸火葬跡の碑があります。

　また鎌倉郡三十三観音二十二番札

所であり、千手観音が祀られてい 

ます。

戸塚大踏切デッキ戸塚大踏切デッキ

　創建年代は不詳ですが明治４０

(1907) 年に山谷仲町からこの

辺りに移転し出来た神社で、周

辺が鉄砲宿と呼ばれていた事か

ら武神の諏訪神社を勧請したと

言われています。

　影取の地名の由来となった影

取池は、この神社の奥にあった

と伝えられています。

高松寺

戸塚バスセンター

撮り直し撮り直し

■諏訪神社

戸塚駅

道

道

※出典「濱ともウォーキング」（平成 21年 3月）
　／横浜市健康福祉局 高齢在宅支援課

歴史資源の説明【戸塚宿内（江戸方見付跡～上方見付跡）】

旧東海道ルート

その他の主な散策ルート
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利用可能なトイレ
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交番／警察署
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歴史案内板
歴

道 道案内板
※旧東海道ルートの分岐点や迷い
やすい場所に立っていますので
現地でルートを御確認下さい。

ウォーキングの姿勢（フォーム）

※ただし、曜日によっては施錠されたり、
　施設所有者の許可を得る必要のある
　トイレもあります。だれでもトイレ
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